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レー モ ン ・ク ノー の 『青 い花 』 に お け る歴 史

二物 語 の終 焉 あ るい は金 ,銀,鉄 の形象(そ の2)

1614年 の物語(前 半)一

尾 形 弘 人

は じめ に=オ ー ジ ュ の 賭 け,あ る い は1439年 か ら1614年 へ の 移 行

『ひ とつの規範的な歴史』(以 下 『規範』)を 絶対的な参照先 として始めた

我々の拘束的な読 みは1),『青い花』の1264年 お よび1439年 の物語 に,起

源の労働 なき豊穣 と飽食,人 口の増加 に伴 う不可避的な食の危機,そ の果て

の黄金時代の終焉を順次読み取 り,黄 金時代から銀の時代へ,銀 の時代か ら

鉄の時代へ と至 るシナ リオの最初 の部分 を確認 した。本論 はこれに続 く

1614年 の物語を銀の時代の寓話 と仮定 し読み進め るものであるが,ま ずは

1439年 の物語の最後 に仕掛 けられたオージュの賭けに注 目したい。言 うま

で もなく,賭 けの目的は 《お金=銀argent》 を得 ることにあ り,黄 金時代

も破局 を迎えたオージュがこれを為すことは,銀 の時代 と呼ぼれる新たな時

代へ と移行するための伏線 と思われるからである。

夜明けとパパの帰 りを待ちなが ら,何 かして遊びませんか?
ケ ル 　 ジ ュ ヒ

ー どんな遊びだ?

ア ン 　 ジ ュ ヒ
ー 賭け事など。

ケ ル 　 ア ン ジ ュ 　

一 賭 け る もの は何 だ?

一 パ パ の命 よ
。

何 と良 い 考 え じゃ,と 陽 気 さ を取 り戻 した 公 爵 が 叫 ん だ 。

こ う して,彼 らは夜 明 け ま で賭 け を し た 。(F.B.,p.110)



2 人 文 研 究 第106輯

この賭けはオージュに絶対的な空腹 を経験 させた リュスユールが持 ち掛け

たもので,黄 金時代 を喪失したオージュが これに乗 らない手はない。何しろ

自分 を絶望の淵へ と追いやった敵 自身が,逆 転の機会を与 えて くれているの

である。是が非で も食の危機の元凶たる小娘 を打ち負かして,自 らの意に従

わせなければな らない。175年 に渡 る長 き夜を通して為されるこの賭 けの顛

末はいかに。また,ふ たたび朝を迎 えた とき,オ ージュはリュスユールを妃

として城 に迎 えることになるが,そ の意味す るところは何か。1614年 の物

語においてまず読み取 るべきはこれである。

また,こ れほど明示的ではないが,テ クス トはシ ドロランの物語 にもひと

つの賭 けを仕掛 けている。 もう一度,『 瀕死のヘラクレス』の絵(品 評会 で

金賞 を得たこの絵画は,前 半最後の金の形象で,瀕 死の黄金時代 を象徴する

ものであった)の 複製が飾 られたあの居酒屋 に立 ち戻 り,三 度反復 されてい

る 《三連勝…式馬券tierc62)》 に注目しよう。居酒屋で盃を片手に一一櫻千金の

夢を語 ることは,何 の変哲もない平凡な風景 にも思われるが,オ ージュの次

の言葉 と重ね合わせてみれば,そ の 「ミステリアスな問題」(F.B.,p.96)の

射程が浮かび上がってこよう。

[… …]こ れ ら の 間 抜 け の 間 で も最 も間 抜 け の 中 か ら三 人 の 若 い馬 鹿 者

に手 を つ け て お い た,こ い つ ら に我 が 三 連 式tierc6を つ か ませ るた め

に な。[… …]ひ とっ善 き事 が 為 され た 。(F.B.,p.88)

つまり,シ ャルル7世 に対する謀反の際に知 り合った三人の若者 に,悩 み

の種だった三つ子の娘たちを押 し付けようというのである。 これがシドロラ

ンの物語の反復であることは,彼 がやは り 《三 つ子の娘tripl6e(s)3)》 を子

に持つ こと,売 れ残 っていた最後の一人がやっと片付 いた こと,彼 もまた

「ひとつ善き事が為 された」(F .B.,p.80)と 娘の結婚 を祝福 してい ることか

ら明 らかであろう。だが,両 者の間には根本的な違いがある。 シドロランは

娘夫婦を三組 とも平底舟か ら追い出したが,オ ージュは三人の間抜けを娘婿
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として城に招き入れるつ もりなのである。 しかし,彼 の城はといえば,台 所

は火の車,結 婚の宴などとても無理な状態 にあった。 とすれぼ,三 連勝式馬

券=三 つ子の結婚は,残 り少ない元金を託すだけの価値のある賭 けなのであ

ろうか。

皿一1.1614年 前半(そ の1)=舞 台装置 としての銀の形象

か くして第三の物語 は,オ ージュに見込 まれて城へ とやって来た 《三連勝

式》の婚約者たちの会話で唐突に始まる4)。

一 それはやがて分かるさ
,ス ィリー殿が二人の義理の兄弟,ト ルヴ

伯 とマルプラケ司教代理に言った。

一 どうでもいい!と トルヴ伯。彼が再婚するだって,別 に構わな

いさ。 しかし,彼 が我々に申し出る埋め合わせのことを考えよう。

一 申し出て くれればだが,と スィリー殿。

一 ちゃん と確かめる必要があろう,と マルプラケが口ひげを撫でつ

けなが ら言った。(F.B.,p.117)

彼 らが 何 よ りも気 に か け て い る 《埋 め合 わ せd6dommagements》 とは,

オ ー ジ ュ の娘 た ち と結 婚 す る代 償 の こ とで,先 に キ ュ ヴ トンが シ ドロ ラ ン に

求 め た 「昔 で 言 う と こ ろの 持 参 金 」(F.B.,p.81)と 別 の もの で は な い 。 とす

る な ら ぼ,我 々 は この 三 人 の 若 者 に 対 し て も,《 お 金 の こ と しか 頭 に な い

男=銀 の 時 代 の人 間hommed'argent》 な の か,と 問 わ ね ぼ な ら な い だ ろ

う。 彼 ら の守 銭 奴 ぶ りに つ い て は,例 え ば 「婿 た ち は待 ち きれ な くて 地 団 駄

を踏 む,こ の ま まで は 怒 りで い ず れ 小 便 を漏 らす だ ろ う」(F.B.,p.120)と

い っ た 一 連 の記 述 に雄 弁 で,マ ル プ ラケ な どは 「顔 に駆 られ て不 安 を しか め

る5)」(F.B.,p.119)ほ どで あ る。 だ が,こ う い っ た こ とは 事 の 表 面 で しか

な い 。 真 に注 目す べ き は,こ れ らの 守 銭 奴 が 登 場 し て く る この 場 面 のi舞台 装

置 で あ る。
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ちょっとした腹持 えのために,ム スカイヨは彼 らを食堂へ と案内 し

た。スィリー殿が鑑定人然 とした様子で調度類を観察する。

一 な ん と
,な ん と,と 彼 は 眩 く

B.,pp.117-118)

純粋 なルイ13世 様式ですな。(F.

時代の移行を示すため,1614年 の物語の冒頭が時の国王(1610年 即位)

に言及す ることは極 めて自然である。 しか し,ル イ13世 が後世 に残 した も

のを考 えれぼ,こ れは時代の画定に留 まらず,深 い意味の連鎖において象徴

的な価値を有 している。一般名詞 としての 《ルイ10uis》 は,元 々はルイ13

世の治世 に鋳造 された金貨の名称に他 ならず,こ れ もまた黄金のテーマ系に

連なっているのである。 とするならぼ,先 の時代 に見た黄金時代の終焉 は,

我々の誤読 ということになるのだろうか。さらに都合の悪い ことに,《純粋

なルイ13世 様式=純 粋な金貨》は,か つてオージュの城に満ち溢れていた

《精製された純粋 で混ぜ物のない金でで きた トゥール製金貨》を想起させ も

する。 しか も,ム スカイヨがスィリーの感嘆に答えて 「公爵におかれては,

時代の流れに遅れまいと努めてお られる」(F.B.,p.118)と 語 るに至っては,

我々の誤読は決定的にも思われる。

しかしなが ら,オ ージュが新たに設 えた ものはこれだけではない。調度品

を褒め称 えたすぐ後で,同 じ人物がそこにあったヴェネチア ・グラスについ

て こう述べるのである。

一 銀 の 大 盤 振舞 だL'argentcouleaflots
,と ス ィ リー殿 は つ ぶ や

き,指 を使 って い る 司 教 代 理 に 向 か っ て付 け加 え る,さ あ,こ の フ ォ ー

ク を使 い た ま え。

実 際,そ こ に は フ ォ ー クが あ っ た,し か も,こ れ また 銀 製 。(F.B.,p.

118)

テ ク ス ト全 体 で11度 登 場 す る 《argent》 の う ち,《 銀 》 の 意 味 で 用 い られ
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て い る の は こ こ し か な い。 我 々 を誤 読 か ら救 っ て くれ る の は,《 ル イ 金 貨 》

の 暗 示 性 に大 い に勝 る こ の銀 の輝 き で あ る。 振 り返 れ ぼ,1264年 の 「憔'埣

し た 風 変 わ り な者 ど も」(F.-B.,p.13)や,1439年 の 「苔 が 蝕 む,荒 れ 果 て

た 墓 」(F.B.,p.66)の よ う に,テ ク ス トに お い て 時 代 の 移 行 を表 わ す も の

は,各 時 代 の 冒頭 に置 か れ た 過 去 の 遺 物 で あ っ た 。 つ ま り,《 ル イ13世 様

式=金 貨 》 は黄 金 時 代 の 墓 標 の よ うな も の で,そ の 多 くは語 らぬ現 前 こ そ が

銀 の 時代 の 到 来 を逆 説 的 に告 げ て い るの で あ る。 実 際,上 に続 け て別 の 人 物

が 「時代 と と も に歩 ま ね ぼ な る ま い 」(F.B.,p.118)と 語 っ て い る が,こ の

一 言 は 礼 儀 作 法 とい う文 脈 上 の 意 味 を越 え て
,第 三 の物 語 の 舞 台 が 《銀 の多

量 に 出 回 っ て い るL'argentcouleaflots》 よ う な時 代 で あ る こ と を,強 く

予 想 さ せ ず に は お か な い 。 の み な らず,グ ラ ス と フ ォ ー ク とい う 《食 器 》 の

形 象 を得 て オ ー ジ ュ の 《食 堂 》 に置 か れ た 銀 は,こ れ か ら読 み 取 るべ き問 題

の 在 り処 を灰 め か し て もい る。 す な わ ち,こ れ まで 黄 金 時代 の 飽 食 を楽 し ん

で き た オ ー ジ ュ は,今 後,い か な る食 を 口 に す る こ とに な るの か,こ れ を見

届 け る こ とで あ る。

皿一一2.1614年 前半(そ の2)=銀 の時代 をもた らしたもの,あ るいは賭け

の顛末

舞台装置は整った。だが,銀 の時代への移行 とは,い かなる事態なのであ

ろうか。『規範』 には 「何 らかのや り方で,食 物の量が(相 変わらず労働 な

しに)ふ たたび十分 なものとなった時,人 は(相 対的な)第 二の黄金時代を

得る」(ll.M.,p.32)と ある。問うべ きは次の二点であろう。第一に,オ ー

ジュはいかなる 《や り方》で銀の輝 きを得た この舞台にまで到達 したのか,

そしてそれは銀の時代の解決法に適 うものなのか。第二 には,銀 の時代が

《相対 的》ない し 《擬似 的6)》と形容 され るのは何故か,ま た,オ ージュの

第三の物語は,こ の相対性ないし擬似性の正確な寓意 となっているのか。

まずは第一の点か ら検討 しよう。 この問いを言い換えるならぼ,先 に確認

しておいたオージュの賭 けによって,一 旦 は危機 に陥った城 の財政が 《(相
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変わ らず労働 なしに)ふ たたび十分 なもの》 となったか,と いうことであ

る。新たに顎髪をた くわえて登場 してきたオージュは7),将 来の娘婿たちに

声高にこう宣言 している。

一 さ あ
,今 度 はわ し を見 る の じ ゃ,と 公 爵 が 付 け加 え る。 お 前 た ち

の 前 に い る の は,結 婚 の た め に君 主 よ り三 十 万 リー ヴル を賜 った 男 で あ

る。(F.B.,p.119)

結婚の祝いによって富を増すこと,こ こに労働はない。 とするならば,こ

うして望みどおりのものを手 に入れたオージュは,夜 通し為 された例の賭 け

に勝利 したのであろうか。命 を賭けられていた父親が後に姿 を見せることか

ら8),ど うや らそうではない らしい。だが,も し彼が勝っていた とすれば,

リュスユールは父親 を吊 し首 にした男 と結婚したであろうか。結婚な くして

は祝い金 もない。木 こりの命など実はどうで もよ く,真 に賭 けられていたも
ジ ュ ヒ

のは労働な き豊穣 の回復であ り,オ ージュは小娘 との遊びには負 けておい
ジ ュ 　

て,人 生における賭 けに勝利 したのである。しかも,彼 が手にした リーヴル

とは 《1リ ーヴル分の重さの銀uneIivred'argent》 を基準 とする貨幣単位

に他ならず,こ の身分違いの結婚 は,他 の何 ものでもなくまさしく銀を,来

るべ き時代 を象徴するこの金属を,し か も 《労働な しに》,オ ージュの城 に

もた らしたのである。

だが,こ のような 《や り方》は歴史の寓意 として認 められ るのであろう

か。 というのも,『規範』の示す銀の時代の解決法が 《移住》を軸 としてい

るのに対 し9),こ こでオージュはノルマンディs・一・一・の城を離れることなしに,

銀の時代 を実現 しているか らである10)。これはむしろ奇跡的な豊作 による食

糧危機の解消のような もので,オ ージュのや り方は僥倖に賭 けることでしか

ないように思われる。だが,ひ とたび僥倖 にありつ くことさえできれば,こ

の賭 けもまた銀の時代 に移行するための方策 として,事 後的に是認 され よ

う。 というよりむしろ,こ うして実現 された銀の時代 は,場 の移動を伴わな
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い分だ け,『規範』が提示する 《最適 な状態 に最 も近 い解決法 のi採用の原

理11)》に,よ り一層忠実である とさえ言えるのではなかろ うか。ある意味

で,結 婚の祝い=リ ーヴル銀貨 を見越 して為 されたオージュの結婚 は,本 来

は天任せの僥倖 を一種の必然 と化するようなもので,彼 が果 した一発逆転は

巧妙 な計算の上に成 り立 っていたのである。物語的な潤色 と言 えばそれ まで

だが,い ずれにせよ彼 は 《相変わらず労働なしに》ふたたび豊かになった銀

の城へ と戻ってきた。

他方,例 の三人組の間抜けに賭 けた 《三連勝式馬券》 はどうであろうか。

散々焦 らしておいて,オ ージュは遂 に 《埋め合わせ》について語 り始める。

皆が各自の場所についたので,オ ージュ公 は,婿 たちのために,そ して

結果 として娘たちのために,聖 メヌホル ド条約によって先 ごろ獲得 して

おいた統治区,利 権,特 権の数々をすべて並べ挙げた。(F.B.,p.121)

や は り策 士 オ ー ジ ュ で あ る。 彼 は三 人 を婿 に迎 え る に 当 っ て,《 お 金 の こ

と しか頭 に な い 男 》 の欲 望 を満 た して や る だ け の もの を 用 意 し て お い た の で

あ る。 だ が,こ の よ うな意 味 で 《銀 の 人 間 》 で あ る こ とだ けが,彼 らの 存 在

理 由 で はな い。 巧 妙 に シ ドロ ラ ン の物 語 に移 し変 え られ て はい る が,三 人 が

城 に迎 え入 れ られ た 真 の理 由 は,彼 らが 《間 抜 け》 だ とい う事 実 そ の も の に

あ る。 文 脈 は省 略 す るが(註15参 照),シ ドロ ラ ン は 《浮 か れ 騒 ぐfairela

noce》 とい う表 現 の両 義 性 に つ い て,「 ス モ ー ルa,た らふ く飲 み 食 い す る

setaperlacloche,ス モ ー ルb,結 婚 を祝 う[… …]」(F.B.,p.113)と 述 べ

て い る 。 つ ま り,三 人 の婿 が 《こ れ らの 間 抜 け の 間 で も最 も間 抜 け1esplus

clochesd'entrecescloches》 の 中 か ら選 ば れ た の は,ク ノー 流 に 言 うな ら

ば,《 た らふ くの 問 で も最 もた らふ く》 飲 み 食 い す る た め に他 な ら な い 。 言

い 換 え るな ら ぼ,一 旦 は失 わ れ た 飽 食 を回 復 す る た め に こそ,オ ー ジ ュ は敢

えて 彼 ら三 人 の 間 抜 け を選 ん だ ので あ る。 さ らに 言 葉 を遊 べ ば,間 抜 け三 人

組 は オ ー ジ ュの 鐘 楼clocherに 新 た に据 え るべ き三 つ の 鐘clocheで あ る
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と も言 え よ う。 つ ま り,ノ ル マ ンデ ィ ー を 離 れ よ う と し な い オ ー ジ ュ は ま さ

し く 《地 方 根 性espritdeclocher》 を体 現 して お り,あ く まで も城 の 中 に

留 ま って,新 た な響 き に よ り銀 の 時 代 の到 来 を告 げ る三 つ の鐘 を合 図 に,ふ

た た び 労 働 な き飽 食 を 楽 し も う と し て い る の で あ る。

m-3.1614年 前半(そ の3):銀 の時代における食

舞台装置 としての銀の食器,リ ュスユール との結婚 によって得た リーヴル

銀貨,た らふ く食 うために選ばれた守銭奴=銀 の男たち,こ れら1614年 の

冒頭 を飾る一切の ものは,こ ぞって銀の時代 を指 し示 しているように思われ

る。しか し,以 上は事の半面でしかない。オージュはオージュのや り方で第

二の黄金時代 を得たとして も,そ れが 《相対的》ないし 《擬似的》であるこ

とが,い まだ示されていないのである。これを確認す ることな くしては,

1614年 の物語 を銀の時代の寓意 として断定するわけにはいかないだろう。

注 目すべ きは,颯 爽 と登場 してきたオージュの食の様子である。

公 爵 は喜 ん で 笑 う。 揉 み 手 を す る。 つ い で にパ テ を 素 早 く つ か み,

フ ォ ー ク を用 い る こ とな く,そ れ を貧 り食 う。

[… …]

公 爵 はパ テ を貧 り食 い な が ら笑 い続 け る。 危 険 な こ とだ,食 べ な が ら

笑 う こ と は。 実 際,彼 は危 う く窒 息 しそ う に な る。(F.B.,p.119)

《盒 り食 うd6vorer》 こ と,こ れ は黄 金 時 代 の 幸 福 な食 を象 徴 す る記 号 で

あ っ た 。 銀 の 時 代 も また 労 働 な き飽 食 を許 す の で あ るか ら,こ こで オ ー ジ ュ

が 貧 り食 う こ と は驚 くに は当 た らな い12)。 しか し,彼 は もは や 「純 粋 に貧 り

食 う者purementd6vorant」(H.M.,p。38)で は あ り得 な い 。 『規 範 』 に は

「黄 金 時代 との 本 質 的 な違 い は
,経 験 が カ サ ン ドラ の 登 場 を可 能 に す る こ と

に あ る」(H.M『.,p.47)と あ る。 『イ リア ス』 の カ サ ン ドラ は ア ポ ロ ン に よ り

予 言 の 能 力 を与 え られ た が,ひ とた び食 の危 機 を知 っ て し ま っ た 以 上,銀 の
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時代の人間 もまた将来の危機 を予見せ ざるを得ず,「[黄 金時代の]幸 福の第

一義的要素,す なわち気安 さinsoucianceは もはや存在 しない[… …]」

(H.M.,p.32)の である。

とするならば,貧 り食いながら笑 うことの危険性 とは何か。『規範』は黄

金時代 の原光景 を 「人々は大いに食 し,大 いに笑 った ものだった」(H.M,,

p.29)と 語ってい る。つ まり,起 源の気安 さにおいては,《貧 り食 う》 こと

と 《笑 うこと》は等価的な関係 にあった。これを引き裂いたものが危機の予

見であり,カ サン ドラと同様,不 幸にも授かってしまったこの能力 こそが,

絶対的な気安 さの表現である笑いを奪い去ったのである。だが,彼 女の真の

不幸 は,ア ポロンを拒んだ罰 として,誰 も彼女の言葉を信 じな くなった点に

ある。 これはそのまま銀の時代の運命でもある。 というのも,い ま,こ こに

あるものは労働なき豊穣 に他な らず,今 日も満たされる胃袋 にふ と笑いがこ

ぼれ,一 瞬な りとも予見を忘れることは大 いにあり得ることで,日 々の飽食

の果てにカサンドラの予言をすっか り忘却 してしまう者 も現れることであろ

う。笑いながら貧 り食 うことの危険性はここにある。笑いながら食 した黄金

時代 は,予 見 を欠 くが故に自ず と滅びた。危機を予見しつつ貧 り食 う銀の時

代 は,笑 いを失った。 それでも笑いなが ら食す となれば,そ れは予見の忘却

であり,破 滅への道であ る13)。オージュの窒息騒 ぎが警告 するものは これ

で,そ の喜劇性は銀の時代の悲劇性を逆 に照 らし出していると言えよう。

さらに寓意 は続 く。いかに移住を繰 り返 そうとも,や がて地上 はどこも人

間に満ち溢れ,逃 げ場のない絶対的な食糧危機が彼 らを見舞 うことになる。

銀の時代の解法法が「単に先延ばしにするだけのものpurementdilatoires」

(H.M.,p.49)と されるのはそのためで,移 住 によって食の危機 を場当た り

的に回避 しなが ら,結 果 として最終的な破局への道 を突き進むという逆説 こ

そが,こ の時代の運命 に他ならない。 とするならば,オ ージュが 「ウイキョ

ウの酒精を浪費 しすぎることのないよう,香 料入 り甘ロワインと蜂蜜水 を注

ぐように命 じる」(FB.,p.120)こ とも,一 連 の寓意 との関連 において理解

されるべ きであろう。オージュを窒息死の危機から救った この飲 み物は,後
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に 「不老長寿の妙薬61ixirdelonguevie」(F.B.,p.233)を 探 し求める錬金

術の副産物であることが明かされているように,い わぼ銀の時代の延命薬の

ようなものと言 える。 これが尽 きることは銀の時代の終焉 を意味 し,こ れを

避けるために,と いうよ りも破局を出来る限 り 《先延ばし》 にするために,

オージュは節約 を命ずるのである。

こうして寓意 は完成をみた。残る問題 は,あ たか も舞台の一切が整 うのを

待っていたかの如 く,最 後 に登場 して くるリュスユールの存在意義である。

そもそも何故に彼女なのか。結婚の祝いを得るためならば,な にも木 こりの

娘である必要はない。確かにオージュは彼女の 「非の打ち所のない美しさ」

(F.B.,p.106)に 息を呑んだが,し か し外見に惑わ されてはならない。 リュ

スユールこそが黄金時代に終止符を打 った食の危機の元凶に他ならない。だ

が,我 々の読みからすれば,彼 女がオージュの妃 となるべ き理由は,こ の否

定的な価値以外にはない。つまり,こ の身分違いの結婚は,オ ージュの城か

ら 《気安 さ》を奪い去るもので,銀 の時代へ と移行するために必要不可欠な

通過儀礼 となっているのである。実際,問 抜けな婿たちと 《貧 り食 う》オー

ジュの傍 らで,彼 らの 《笑い》を見守 るリュスユール という構図 こそ,常 に

破局 と隣 り合わせの銀の時代 に最 も相応 しい絵画ではなかろうか。それだけ

ではない。彼女の存在は危険ではあるが,し かしこの危険性 こそが 《予見》

の維持を可能 とし,オ ージュに 《ウイキョウの酒精=不 老長寿の妙薬》 を節

約させた とも言 える。 さらにまた,彼 女がオージュと出会った場面(1439

年,F.B.,p.107)で フランス革命歌carmagnoleを 歌い踊 ることも,時 代

錯誤的な笑いを遥かに超 えて,リ ュスユールの存在の何たるかを示 してい

る。 とい うの も,大 革命(1789年)こ そが,後 の第四の物語 において,

オージュを彼の城か ら,ノ ルマ ンディーの領 地か ら,祖 国 フランスか ら

《外》 に追いや る決定的な出来事で,彼 女 は期せず してオージュを襲 う最大

の危機 を予告 していたのである。黄金時代 を終わ らせ14),銀 の時代 を見守

り,そ の最終的 な破局 を 《予見》す る女性,リ ュスユール とはオージュに

とってのカサン ドラに他ならない。
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皿 一4.1614年 前 半(そ の4):《 デ ィ コル ニル 》 あ る い は偽 名 の 策 術

さて,オ ー ジ ュ が銀 の 時 代 へ と移 行 を遂 げ て い る最 中,も う一 人 の 主 人 公

は 何 を し て い た の だ ろ うか 。 美 味 しい 食 事 を し よ う と し て い た の で あ る。

日々 の 満 た され な い食 事 に 《また して も失 敗 だ 》 が 口癖 とな っ て い る シ ドロ

ラ ンで あ っ て み れ ば,L度 で い い か ら,成 功 した 食 事 をpourunefoisun

repasr6ussi」(F.B.,p.111)と 願 う の も無 理 か らぬ こ と で あ ろ う。 こ う し

て,と りわ け評 判 の高 い レス トラ ン に 出 向 い た シ ドロ ラ ンで あ っ た が,昼 食

時 で あ い に く満 席,予 約 を入 れ な か った 彼 は店 か ら追 い返 さ れ,口 にす る の

は や は り 《また し て も失 敗 だ 》 の 一 言15)。 つ くづ く食 に見 放 さ れ た 男 で あ

る。 だ が,彼 は諦 め ず,同 じ 日の 晩,今 度 は 抜 か りな く予 約 を入 れ て 《成 功

した食 事 》 に あ りつ こ う とす る。 注 目す べ き は,彼 が 用 い た 《デ ィ コル ニ ル

Dicorni1》 な る偽 名 で あ る。 こ の 章(オ ー ジ ュ の 第 三 の 物 語 が 始 ま る第9

章)の 冒 頭 で 明 か さ れ る こ とだ が,シ ドロ ラ ン は十 八 カ 月 の間,獄 中 で 過 ご

し た 暗 い 過 去 が あ っ た 。 そ れ 故,「 身 元 を知 られ る こ とを 恐 れ て い た 」(F.

B.,p.111)彼 が 偽 名 を用 い る こ と も,さ ほ ど不 自然 な こ とで は な い 。 し か

し,こ の 偽 名 は 完 全 に身 元 を隠 す とい う もの で はな く,密 か に 自 己 の 同 一 性

を保 持 して い る。 とい う の も,こ れ は 《Cidrolin》 の ア ナ グ ラ ム に 他 な ら

ず,同 一 の 構 成 要 素 の異 な る配 列 に過 ぎ な い の で あ る。 とす る な ら ば,同 一

に し て 異 な る 《デ ィ コ ル ニ ル 》 の名 は,い っ た い 何 を意 味 して い るの で あ ろ

うか 。 シ ドロ ラ ン は予 約 の 際 に こ う述 べ て い る。

一[… …]Dは 公 爵ducのD
,1は ジ ョ ア シ ャ ンJoachimの1,

Cは カ ペ 家 の 人Cap6tien,0は オ ネ ジ フ ォ ー ルOn6siphore,Rは リ

フ ァ ン トRiphinte,Nは 某 氏N16),残 り は そ れ 相 応 に 。(F.B.,pp.

122-123)

言 うまでもな く,こ れ らはシ ドロランの夢の中に登場す る人物たちであ

る。つまり,《ディコルニル》なる偽名 は,ス ペ リングの入れ換 えによりシ
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ドロランの同一性 を隠蔽かつ保持するだけではな く,分 解されて単なるアル
ア

ファベ ットとなった構成要素のひ とつひとつが,互 いが互いを夢に見 る 《他
ル テ ル 　 エ ゴ

な る我=分 身 》 を指 し示 して い る の で あ る。 この こ とは 《某 氏N》 に つ い

て も言 え る 。 匿 名 の 予 約 だ と悟 っ た 給 仕 頭 は 「デ ュ ポ ンDupontさ ん で

よ ろ しい で す ね 」(F.B.,p.123)と,極 め て あ り き た りの名 を挙 げ るが,こ

れ も ま た 深 い と こ ろ で オ ー ジ ュ とつ な が っ て い る の で あ る。 と い う の も,

『青 い 花 』 の 冒 頭 近 くで 明 か さ れ て い た よ う に
,オ ー ジ ュ の 城 が あ る の は

「ラル シ ュ
,橋 の 近 くLarche,presdupont」(F.B.,p.17)な る場 所 だ か ら

で,も し仮 に これ が 《森 の 近 くpresdubois》 で あ っ た とす れ ば,給 仕 頭 は

当 然 《デ ュ ボ ワDubois》 の 名 を挙 げ た こ と で あ ろ う。 他 方,《 ラ ル シ ュ》

に つ い て 言 え ぼ,シ ド ロ ラ ン の 住 む 平 底 舟 が 《箱 舟L'Arche》 と呼 ぼ れ て

い る こ とは先 に見 た とお りで あ る17)。

単 な る予 約 の た め に,こ う も手 の 込 ん だ策 を弄 した の は何 故 か 。 それ は 同

じ 日の 昼,こ の レ ス トラ ンが 「彼 を追 い 返 した 」(F.B.,p.122)こ と と無 関

係 で は な い だ ろ う。 注 目 した い の は,《 追 い 返 す=抑 圧 す るrefouler》 とい

う多 分 に精 神 分 析 学 的 な 用 語 で あ る18)。抑 圧 の対 象 が 主 体 に と っ て不 快 な 心

的表 象 で あ る とす るな らぼ,「 簡 素 な食 事 を,ま して や 食 事 が な い こ とを何

よ り も恐 れ て い る」(F.B.,pp.104-105)オ ー ジ ュ に とっ て は,シ ド ロ ラ ン

の 口癖 《ま た 失 敗 した 》 こ そ が,自 ら の分 身 に お い て 認 め 難 い 暗 部 で あ ろ

う。 つ ま り,シ ドロ ラ ンが 宿 命 的 に有 す る非=オ ー ジ ュ的 な部 分 が 検 閲 に か

か り,そ れ が故 に抑 圧,排 除 さ れ た の で あ り,ア ナ グ ラム と匿 名 性 を巧 み に

組 み 合 わ せ て 《デ ィ コ ル ニ ル=デ ュ ポ ン》 な る 偽 名 を案 出 す る シ ドロ ラ ン

は,検 閲 の 目 を欺 くた め に は何 で も利 用 す る 《夢 の作 業 》 を企 て て い る と言

え よ う。 しか も,シ ドロ ラ ン は,一 人 だ け の 予 約 と聞 い て不 満 げ な 受 付 に対

し,「 で も私 は 四人 分=並 外 れ てcommequatre食 べ ま す よ」(EB.,p.122)

と,相 手 の 歓 心 を買 お う と必 死 で あ る。 逆 に 言 え ば,《 貧 り食 う》 こ と を確

約 す る こ とが,こ の レス トラ ン の客 とな る た め の 条 件 で,実 際,受 付 は これ

を確 認 し て初 めて,相 手 の 《名 》 を尋 ね て い る。 とす る な らば,こ の レ ス ト
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ランで供されるものは,こ のエピソー ドの裏側でオージュが貧 り食 っている

銀の時代 の食なのではなかろうか。

皿一5.1614年 前半(そ の5):《 成功 した食事》あるいは銀の食事の反復

実際,シ ドロランが食 した ものはオージュに負けず劣 らず豪勢なもので,

失敗 した食に泣かされ続 けてきた彼 にしては,奇 跡的 とも言える美食 の数々

であった19)。

シ ドロ ラ ン は,ま っ た く もっ て 大 い に食 べ た 。

レス トラ ン に は ほ とん ど客 が い な か っ た の で,時 折,給 仕 頭 は,万 事

つ つ が な く運 ん で い るか,見 に や っ て 来 た 。 ク リ ビ ア ック は 評 価 も高

く,フ ィ ナ ン シ エ ー ル ・ソ ー ス の ヴ ォ ロ ヴ ァ ン は 貧 り食 わ れ たd6vo-

r60(F.B.,p.128)

繰 り返 すが,《 貧 り食 う》 ことはオージュにのみ許 された特権で,シ ドロ

ランは 《ディコルニル=デ ュポン》 として,本 来 は彼のものではない至福の

時を,こ こで,初 めて(そ してただ一度だけ)味 わったのである。示唆的で

あるのは,シ ドロランが 《貧 り食った》フィナンシエール ・ソースのヴォロ

ヴァンである。 というの も,形 容詞 《財政上の,金 融のfinancier(2z6)》

の意味する ところは,第 一義的 に 《個人 ない し集団が意 の とお り扱 えるお

金=銀argentに 関わる》 ということで,数 ある料理の中でこれが選 ばれた

ことは偶然 とは思われない。やはりこれは銀の食事であり,こ こでシドロラ

ンはオージュの食 を反復 しているのである。だが,そ うであるとすれば,シ

ドロランはこの 《成功 した食事》を単純 に楽 しんでばか りもい られないだろ

う。オージュの窒息騒ぎに見たように,相 変わ らず貧 り食 うことを許す銀の

食事は,過 去の記憶 と未来の予見のつきまとう危 うい飽食であった。その意

味で,食 事中のシ ドロランの意識 を支配 した強烈 な不安 は,我 々の読みに

とって決定的である。支払いを終えて外 に出た彼 は,出 くわした通行人 にご
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う語 っ て い る 。

一 こ ん な こ とは長 い こ とな か っ た の で す
。 本 当 に ま ず か っ た り,い

つ もい っ も何 か が う ま くい か な か っ た り して 。 で も,あ そ こは完 壁 だ っ

た 。食 事 が 進 む に つ れ て,私 は ひ どい 不 安 に と らわ れ ま した 。 こ う思 っ

た の で す,こ ん な こ と は あ り得 な い 。 この ま ま続 くは ず が な い。 何 か や

り損 な う こ とが あ る だ ろ う,と 。(F.B.,pp.130-131)

彼の胸 を締 め付 ける 《ひ どい不安angoisse》 は,ま さし く銀の時代の食

に対する意識そのものである。満たされた食は永続 しないこと,い ま,こ こ

で浴 している幸福 も,い つか,ど こかで破局を迎 えるであろうことを,シ ド

ロランは意識 しなが ら貧 り食っていた。 とりあえずは美食の機会が与えら

れ,ま た実際に満たされる胃袋,だ が,拭 えない不安に苛 まれる綱渡 り的な

幸福20),こ れ こそがシドロランの味わった 《成功 した食事》 に他な らない。

彼の予見が外れたことは幸いだが,「 うまく成功 したunder6ussi2i),彼 の

驚 きは治 まらない」(」F.B.,p.ユ31)と あるように,銀 の時代 における日々の

飽食 は実 は驚 くべ き奇跡であることを,こ のエ ピソー ドは物語 っているので

ある。

こうして二人の主人公の二重性ない し反復性 を完成 させて,《 ディコルニ

ル=デ ュポン》はその役目を終 えた。偽名の仮面 を脱 いだシ ドロランは,も

はやいつ ものシ ドロランである。《四人分 の=並 外れた》食事のせいで激 し

い腹痛 に見舞われた彼 は,「あ まりにも馬鹿げている。せっか く完壁だった

のに」(F.B.,p.140)と 愚痴 るしかない。銀の食がもたらしたこの余 りに現

実的な結末 は,シ ドロラン本人がいかに無為徒食 を志向 してはいて も,事 実

として彼が労働 によって規定 される 《鉄の時代》の側 に属する人間だからで

あろう。そして,こ の拭い去れない宿命 こそが 《成功した食事》のもうひ と

つの主題であり,奇 跡的な美食 を味わう一方で,シ ドロランは自ら銀を鉄 に

既めるような振舞いを見せている。 もう一度,シ ドロランの食事風景を見て
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み よ う。

IH-6.1614年 前半(そ の6)=銀 の食事 に潜む鉄の形象

偽名の策略に よって首尾 よくレス トランの客 となったシ ドロランである

が,場 を取 り仕切 る給仕頭は,そ れでもや はりこの客 を試すが如 く,《美食

免許証》なるものの提示をシ ドロランに求 めた。新たに制定 された法律 によ

り,3000カ ロ リー以上の食事 には社会保証の定めるこの免許が必要だ とい

うのである。これは実は給仕頭の単なる作 り事で,当 然シ ドロランは携帯 し

ていない。

一 また して も失 敗 だ
。

一 い え い え
,お 客 さ ん,と ん で もな い!と 給 仕 頭 は情 け深 く も叫

ん だ 。 あ っ さ り と諦 め て は=斧 よ り前 に柄 を投 げ て はjeterlemanche

avantlacogn6eい け ませ ん 。(F.B.,p.125)

危 な い と こ ろ で あ る。 デ ィ コ ル ニ ル=シ ドロ ラ ンが ふ と漏 ら し た 食 の 嘆

き,こ れ は銀 の 時 代 に あ っ て は な ら な い。 しか も,相 手 は 「人 の顔 を覚 え る

の が 得 意 だphysionomiste」(F.B.,pp.128,130)と 自 負 す る 給 仕 頭 で あ

る。 そ の 慧 眼 か らす れ ば,こ の客 が 同 じ 日の昼 に 《追 い 返 し た=抑 圧 した》

男 で あ る こ とを 見 抜 い て然 るべ きで あ ろ う。 と こ ろ が,自 慢 の人 相 学 は怪 し

い もの で22),ま た 《四人 分 の=並 外 れ た 》 注 文 の 数 々 が 功 を奏 し た の か,シ

ドロ ラ ン を 「総 支 配 人=社 長 か 何 か に違 い な い 」(F.B.,p.124)と 思 い 込 ん

だ 給 仕 頭 は,こ の 「弁 別 記 号signesdistinctifsの な い人 物 」(F.B.,p.97)

が 発 した,そ れ こ そ唯 一 と言 っ て よい 弁 別 記 号 を見 逃 して し ま っ た 。 これ が

決 定 的 な ミス で あ る こ と は,こ う して 始 まっ た 会 話 の成 行 き を見 れ ぼ明 らか

で あ ろ う。 相 手 の 言 葉 尻 を捕 らえ て,正 しい言 い 方 は 《斧 よ り後 に柄 を投 げ

るjeterlemancheaprbslacogn6e》 だ と指i滴 した シ ド ロ ラ ン は,当 惑 ぎ み

の 給 仕 頭 に そ の謂 れ を こ う説 明 して い る。
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一 説 明 して あ げ ま し ょ う
。 昔 々,一 人 の木 こ りが い て … …,

こ う言 っ て シ ドロ ラ ン は黙 り,別 の こ と を考 え て い る よ うで あ った 。

[… …23)]

一 お 客 さ ん
,お 客 さ ん,と 給 仕 頭 が 穏 や か に 言 っ た,続 き を 待 っ て

い る の で す が 。

一 … … 彼 の 斧 の 鉄 刃ferを 深 い 淵 の 底 に 落 と し て し ま っ た の で

す 。

一 深 い淵 の?

一 物 語histoireで は そ ん な ふ う に語 られ て い るの で す
,と シ ドロ ラ

ン。 彼 は探 し に行 く こ とな ど出来 ませ ん で した 。

一 な る ほ ど
,と 給 仕 頭 が 言 っ た。 深 い 淵 で す か ら ね … … 。(F.B.,

pp.125,127)

敷衛すれば,柄 がまだ役立つのに 《諦 めて》投 げ捨ててしまった,と いう

のがシ ドロランの解釈で,対 する給仕頭の見解 は,柄 だけあってもしょうが

ない,と い うものである。彼 は 「見つけるのが難 しいのは,そ れ は鉄刃fer

の方でした。馬鹿 げていますよ,あ なたの物語histoireは 」(F.B.,p.128)

と断 じている。両者の言い分には立ち入 らないが,注 目すべきは,こ こに挿

入された二つの 《鉄fer》 である。先に見たように,《労働》の隠喩 である

この金属はテクス ト全体で5度 登場 し,そ のうちの三つは第一の物語 に組み

込 まれ,さ らにその中のふたつは 《労働者travailleur》 という語 を挟み込

むかたちで提示 されていた。この象徴性 はここでは,ふ たつの鉄のいずれに

も 《物語=歴 史》 という語が寄 り添い並ぶ ことによって,も う一度強調され

ている。労働の不在を定義 とする神話的ないし前=歴 史的な時代に対 して,

まさしく労働の選択 によって始 まる鉄 の時代 こそが,本 来の意味での 《歴

史》に他 ならない。っ まり,見 逃された 《また失敗 した》が契機 とな り,本

来的 に鉄の時代 に属するシドロランのみならず,話 に乗せられた給仕頭 まで

もが,こ のレス トランにはあるまじき 《労働=歴 史》の隠喩的形象を,ま さ
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しく銀の食事がなされている最中に導き入れてしまったのである。

さらにまた,こ こで三度反復 される 《深い淵abime》 もまた,二 重 の意

味で示唆的である。第一に,シ ドロランの語 り口(《昔々・・…・ilyavaitune

fois》)が 示 しているように,こ の逸話の下敷 き となっているものは,広 く

知 られたイソップの金,銀,鉄 の斧の物語であろう。我々の文脈でその教訓

を解釈すれぼ,金 の斧 を選んだ者 は労働なき豊穣の中で滅び行 き,銀 の斧の

選択 も最終的な破滅を免れ得ない。鉄の斧 を選び取 り,自 ら労働の不幸を担

う者だけが,真 に歴史的な存在 として生 き長 らえるのである。図らず も給仕

頭が言うように,見 つけることが難 しいもの,逆 にいえば困難ではあるが見

つけ出すべ きものは,金 で も銀でもなく,労 働に不可欠な鉄の斧 に他ならな

い。第二 に,《abime》 は 《奈落の底,破 滅》 をも意味す るが,シ ドロラン

が口にした 《深い淵=破 滅》をきっかけとして,こ の語が連鎖的に反復され

ることも注 目に値する。つまり,諺 に 《災いは災いを呼ぶ1'abimeappelle

1'abime》 とあるように,シ ドロランの漏 らした 《また失敗 した》の一言が

鉄の形象を呼び込み,鉄 の斧が 《深い淵》 を呼び,こ うしてもはや逆転でき

ないかの ような勢いを得て反復 される 《破滅》の暗示の直後,テ クス トは急

激に加速 して,オ ージュの物語 は劇的な展開を見せることになる。最後にこ

の点 を少 しだけ見ておこう。

III-7.1614年 前 半(そ の7):銀 か ら鉄 へ,そ して反 転,黄 金 へ の 回 帰 に

向 け て

リ ュス ユ ー ル と結 婚 した オ ー ジ ュ は,三 部 会 に 出席 す るた め に,若 妻 を城

に残 した ま ま三 度 首 都 パ リへ と向 か っ た。 そ の 道 中,ア ン リ4世 の 騎 馬 像 を

見 た デ モ ス テ ー ヌが,オ ー ジ ュ も彫 像 を もつ 気 は な い か 尋 ね た。 己 の姿 を彫

像 とい う記 念 建 造 物 に 刻 ませ る こ とは,先 に聖 王 ル イ との 絡 み で 話 題 とな っ

た カ レ ン ダ ー に名 を残 す こ と と同様(F.B.,p.27),積 極 的 な歴 史 へ の参 与 を

意 味 し よ う。 とす れ ば,こ れ まで 歴 史 との 関 わ り合 い を避 け て きた オ ー ジ ュ

が,「 そ ん な こ と は一 度 も考 えた こ とな ど な か っ た 」(F.B.,p.132)と 答 え る
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のも当然であろう。だが,こ こで愛馬にして腹心のデモステーヌは,あ たか

もシドロランが 《鉄=労 働》 を語 るのを見計 らったかのように,そ ろそろ歴

史 に目を向けるべ き時が来た ことを,主 人 に告げているのではなかろうか。

ス テ ッ フ は答 え な か っ た し,ス テ ー ヌ も演 説 を続 け な か っ た,案 内人

が 立 ち 止 ま っ た か らで あ る。 一 同 の 目 に進 行 中 の工 事 が 見 えた 。

一 この 思 い つ き に 立 腹 す る謂 わ れ な ど まっ た く な い[… …]
。 本 当

に,わ し に は何 か が 欠 け て い る と感 じて い た の だ 。 つ ま りは この 騎 馬 像

だ 。 パ リ に戻 っ た ら,す ぐに彫 刻 家 を探 す こ とに し よ う。(F.B.,p.133)

黄 金 時 代 お よ び 銀 の 時 代 に あ っ て オ ー ジ ュ に 欠 け て い た も の と は,《 労

働=歴 史 》 に 他 な らな い 。 オ ー ジ ュの この 台 詞 は,こ れ まで は む し ろ 《慣 性

の原 理principed'inertie》 に与 して きた 彼 が,い よ い よ 《外 的 な 力force

ext6rieure》 を発 揮 して,そ れ こそ 暴 力 的 に歴 史 を突 き動 か す こ とを 期 待 さ

せ る に足 る もの で あ る。 しか も,こ の 引 用 に も あ る よ う に,《 歴 史 》 的 記 念

建 造 物=彫 像 が 話 題 と な っ て い る こ の場 面 に お い て,『 青 い 花 』 の 冒頭 に仕

掛 け られ,そ の後 は黄 金 と銀 の き ら め くi舞台 の 裏 側 へ と追 い や られ て い た

《工 事=労 働travaux》 が24),2頁 の 間 に3度 反 復 し て語 られ て も い る(F.

B.,pp.133,134(×2))。 実 に巧 妙 な テ ク ス ト構 成 と言 う他 な く,我 々 は

シ ドロ ラ ン の 口 に し た 《鉄 》 を契 機 とし て,い よ い よ 《労働 》 の 時 代 が 到 来

し,真 の 意 味 で の 《歴 史 》 が 始 ま る こ とを予 想 せ ざ る を得 な い。

と こ ろが,馬 か ら降 りて も っ と近 くか ら 《工 事=労 働 》 を見 る よ う勧 め る

案 内 人 に対 して,オ ー ジ ュ は 「も う十 分 に見 た 」(F.B.,p.134)と これ を拒

絶 し,一 人,供 達 か ら離 れ,「 心 地 よ く人 目 に つ か な い場 所 を探 し始 め る」

(F.B.,pp.134-135)。 また して も歴 史 の否 認 で あ る。 の み な らず,『 青 い 花 』

は,次 に 来 る べ き鉄 の 時 代 を 暗 示 す る 《工 事=労 働 》 の 直 後 に,テ ィモ レ

オ ・テ ィ モ レ イ な る錬 金 術 師 を登 場 させ,ま た して も 《黄 金 》 を,今 度 は4

頁 の う ち に7度,反 復 す る の で あ る(F.B.,pp.136(×4),137,138,
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139)。 し か も,そ れ は ま さ し く計 算 さ れ た か の よ う に25),276頁 か ら な る

『青 い花』のちょうど中間点で もある。銀の飽食か ら鉄=労 働への加速度的

な展開,そ して予期せぬ黄金への反転,こ れは何 を意味 しているのであろう

か 。 次 回 は この点 を探 ろ う。

註

*)使 用 テ クス ト

RaymondQuENEAu,LesFleursbleues,Gallimard,《folio》,1965.(な お引 用

に際 して は略号F.B.を 用 い る。)

RaymondQuENEAu,UneHistoire窺04δZ6,Gallimard,《folio》,1966.(な お 引

用 に際 して は略 号H.M.を 用 い る。)

1)我 々 が最終 的 に目指 す と ころ は,『 青 い花 』が 最 後 に辿 り着 く地 点が コジ ェー

ヴ=へ 一ゲ ル 的 な歴史 の終焉 な のか ど うか を探 る こ とに あ る。 また,こ の読 み

を 《拘束 的》 と言 うの は,同 じ くコジ ェーヴ=へ 一ゲ ル的 な 言説 を下 敷 き とし,
『青 い花 』 の解説 書 的 な役 割 が与 え られ て い る 『規 範 』 の シナ リオ に よって

,多

元 決定 的 な テ クス トの読 み の可 能性 を戦 略 的 に制 限 して い る か らで あ る。 詳 し

くは拙論 「レー モ ン ・ク ノー の 『青 い花 』 にお け る歴 史=物 語 の終 焉 あ るい は

金,銀,鉄 の形 象(そ の1)」,『 小 樽 商 科 大 学 人 文 研 究』第105輯,2003年3

月。

2)F.B.,pp.94,96(×2).

3)F.B.,pp.81(×2),82(×2).(オ ー ジ ュの三 つ子 もp.24で は こう呼 ばれ てい る)。

また,男 性名 詞 《tripl6》に も 《競 馬 の三連 勝》 の意 味 が あ る。

4)《 唐突 に》 と言 うの は,オ ー ジ ュの第三 の物 語 は シ ドロ ラ ンの 「彼 女[=ア ル

ベ ール に依頼 した家政 婦]は どんな顔 を してい るの だ ろ うか 」(F .B.,p.117)を

受 けるか た ちで,突 然始 まるか らで あ る。 こ こで は論 述 の関 係 で オ ー ジュの物

語 を先 に見 る が,次 の 引 用 中 の 《そ れ》 は,し た が って オ ー ジュ と結 婚 す る

リュス ユー ル の顔 とい う こ とにな る。

5}
,朧 》《¥a濃鴇 銑。膿 穿s雛響 霧麗 り畿 鮎鋤

動揺 が反 映 され て い る。

6)「 これ らの解決 法 はす べて,大 地 が ど こも一 様 に好 条 件 だ と仮 定 すれ ば,危 機

の後 も集 団 を銀 の時 代 と呼 ばれ て い る擬 似 的 な黄 金 時代 にふ たた び埋 もれ させ

る。」(H.M.,p.47)

7)オ ー ジ ュの顎 髪 だ けで は な く,近 習 ム ス カ イ ヨ は 「ア ンポ ワーニ ュ子 爵 の称

号 を もつ権利 」(F.B,p.118)を 得,司 祭オ ネ ジ フ ォール は 「サ ルセ ロポ リス の

名 目司教6vequeinpartibus」(F.B.,p.119)に 昇格 してい る。 つ ま り,時 代 の

移行 と ともに,登 場人 物 の在 り方 そ の ものに変化 が 見 られ る。

8)F.B.,p.164.

9)要 す るに,危 機 に見 舞 わ れ た起 源 の地 を離 れ,よ り豊富 な食 糧 を提供 して く

れ る土 地 へ と移 り住 み,労 働 な き豊 穣 を維持 す る とい うのが,銀 の 時 代 の解 決

法 で あ る。移 住 とその ヴ ァ リエー シ ョンにつ いて はcf.H.M。,pp.46-47.

10)確 か に移住 におい て は,「 何 人 か の構 成 員 は[… …]後 方 にそ の ま ま残 る こ と
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もあ る」(H.M.,p.46)と は い え,そ の 前 提 は少 な か らぬ 人 口 の 移 動 で あ る

(減 った分 だ け食 物供 給 に余 裕 が で きる)。 と ころが,オ ー ジ ュは これ に も反 し

て,三 つ子 の娘 に婿 を とる こ とに よ り,領 内 の人 口 を さ らに増 や そ う と して い

る ように思 われ る。

11)H.M.,p.57.

12)ち なみ に,こ の場面 で供 された食 の内容 を挙 げ れ ば,「 猪 の パ テ と他 にい くつ

か朝 用 の砂糖 菓子 」(F.B.,p.118),「 さ らに別 の お菓 子,子 猪 の衣 揚 げ,鱈 の肝

入 りス フ レ,脂 肪 の豚 足 」(F.B.,p.120)。 や は り朝 食 に して は豪 勢 と言 わ ざ る

を得 ないだ ろ う。

13)《 ひ とつ の集 団の正 常 な変遷 の図表 》 は,危 機 に先 行 す る銀 の 時代 を 「漠 然 と

した不安 の忘 却oublidumalaiseと 新 た な 冒険的 で幸福 な期 間」(H.M.,p.71)

と して い る。

14)銀 の時代 の人 間 は時 の流 れ と と もに滅 び行 く定 め にあ る とは い え,カ サ ン ド

ラの予 見 が な けれ ば,少 な くと も原 初 の 《気安 さ》 を失 う こ とはな か った は ず

で あ る。 あ る意味 で,出 来事 として の食 の危 機 よ りも,カ サ ン ドラの 予 言 に よ

る意識 の変化 こそが黄 金 時代 を終焉 に導 いた と言 え よう。

15)先 に我 々 は 《た らふ く食 う》 間抜 けに つ いて 解 釈 を施 したが,そ の 手掛 か り

とな った のが この直後 の場 面 で,そ こにお いて シ ドロ ラ ンは三 つ子 の 娘 とそ の

夫 た ち が 同 じ レ ス トラ ンに入 るの を 目撃 し,「 彼 らは私 抜 きで 浮 か れ騒 い で い

る」(F.B.,p.112)と 眩 いた ので あ る。

また,こ うして帰宅 した シ ドロ ラ ンに つ いて,テ ク ス トは食 料 の 《ス トック》

を問題 と して い るが,こ れ につ いて は,家 政 婦 が や って来 る場 面 で ま とめ て検

討 す る。

16)フ ラ ンス語 で は,《 某氏 》 を 《N*》 な い し 《N**》 と表記 す る。

17)さ らに,仏 伊 国 境 の 《ラル シ ュ峠coldeLarche》 は別 名 《ア ル ジャ ンテ ィ

エ ール峠colde1'Argentiere》 とい う。

18)『 青 い花』 の主題 のひ とつ が夢 で あ る こ と,実 際 に精 神 分析(家)へ の言 及 が

あ る こ と(F.B.,pp.156-157),そ して ク ノーが フ ロイ トの熱 心 な読者 で あ った

こ と,以 上 を考 え合 わせ れ ば,こ こで この語 が 用 い られ た こ とは偶 然 で はな い

だ ろ う。実 際,こ の エ ピ ソー ドは 《一 度 で い い か ら,成 功 した食 事 を した い》

とい う願 望充 足 の物語 に他 な らない。

19)食 前 酒 に は 高 級 な ウ イ キ ョウの 酒 精(銘 柄 は 《白 い馬 》),オ ー ドブ ル は ウ

オ ッカ と と もに大 粒 の新 鮮 な キ ャ ビア(当 日,超 音 速 旅 客 機 で 届 け られ た も

の),メ イ ンの三皿 は,サ ー モ ンの クル ビア ッ ク,フ ィナ ン シエ ール ・ソース の

ヴォ ロ ヴ ァン,維 のペ リゴー ル産 トリュ フ添 え ロー ス トで,ワ イ ン は もち ろ ん

ヴ ィンテ ー ジ もの(シ ャブ リ1925年 とシ ャ トー ・ダ ンサ ン1955年)。 仕 上 げ に

高級 チ ーズ各 種 と12種 類 の リキ ュール入 りス フ レ(熱 気球 の よ うに丸 々 と膨 ら

ん だ もの),食 後 酒 は シャル トル ーズ。(以 上,F.B.,pp.123,124,128,130,131.)

20)こ の危 う さ を反語 的 に強 調 す るか の よう に,シ ドuラ ンの 食 事 は,「 平 和 に

enpaix」,「 平穏 にdanslecalme」,「 安 全 にdansIas6curit6」,「 まった き平安

の うちにentoutequi6tude」 終 わ った と描 か れ てい る(F.B.,p.130)。

21)こ れ は シ ドロラ ンの 口癖 《また 失敗 したencoreundefoutu》 の対 義 的 な表

現 で,こ の成 功 した食事 が 彼 とは対 称 的 な 《他 者》 の食 で あ る こ と を物 語 って

い る。 もっ と もオ ー ジュな らば 《また して も成 功 したencoreunder6ussi》 と
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述 べ る と ころだ ろ うが,い まや 明 らか な とお り,こ の 《また して も》 に は 《幸

い に も》 といった ニ ュア ンスが伴 って い る。

22)彼 は シ ドmラ ンの娘 た ち が三 つ子 で あ る こ とに気 が 付 か な か った(F.B.,p.

128)。

23)こ の省 略 した部 分 に お いて,会 話 は一瞬 だ け寸 断 され て,リ ュス ユール の 父

親 の木 こ りが話 題 とな る(た だ し,賭 けの 結果 は こ こか らは分 か らない)。 これ

は もち ろん二人 の 主人公 の二 重性 を印象 づ け るた め の もので あ ろう。

24)第 一 の物 語 にお い て オー ジ ュが 首 都 パ リへ と向 か った の は,ノ ー トル ・ダム

の工事 を見 るた めで あ った。 また,同 時 に,シ ドロ ラ ンの物 語 に お いて も,ひ

とつ の建 物 の工 事 が 開始 され て い た。直 接 的 に 《工 事=労 働 》 が言 及 され た の

はp.28が 最後 で あ ったか ら,こ の偏差 は意 図的 な もの で あろ う。

25)「 文学 作 品 はひ とつ の構 造,ひ とつの形 式 を もた な けれ ばな らない」 とい う主

張 か らして,大 い に あ り得 る。(RaymondQuENEAu,EntretiensavecGeorges

Charbonnier,Gallimard,《NRF》,1973,p.47.)


